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【2023 年 Best Paper 受賞論文】 

英語論文部門 

＜最優秀賞＞ 

 

 

【要旨】 

児の先天性心疾患発生と母体因子の関連：エコチル調査 

（背景） 

複数の研究で出生前の多くの因子が児の先天性心疾患と関連していることが報告されてい

る。しかし、これらの関連は大規模出生コホートを用いて十分に検討されていない。 

（方法） 

本研究はエコチル調査のデータを用いて評価した。主要アウトカムは 2 歳までの先天性心

疾患診断としている。曝露として母親の背景、妊娠方法、母親の既往歴、社会経済的状態、

母親のアルコール摂取、喫煙、カフェインの摂取、母親の食事内容、妊娠 12週までの母親

内服薬とサプリメント摂取を算定している。多変量ロジスティック回帰分析を用いて、さま

ざまな曝露と児の先天性心疾患との関連を評価した。 

（結果） 

合計 91,664人の単胎児が含まれ、そのうち 1264 人（1.38％）が先天性心疾患をともなって

いた。多変量解析では、ビタミン Aサプリメント（調整オッズ比[aOR]、5.78；95％信頼区

間[CI]、2.30-14.51）、母親のバルプロ酸内服（aOR、4.86；95％CI、1.51-15.64）、母親の

降圧剤内服（aOR、3. 80；95％CI、1.74-8.29）、母親の年齢≧40 歳（aOR、1.59；95％CI、

1.14-2.20）、および妊娠第 2期の母親のヘモグロビン濃度高値（aOR、1.10/g/dL；95％CI、

1.03-1.17）は、児の先天性心疾患と関連していた。 

（結論） 

エコチル調査を用いて，6 つの母体因子が児の先天性心疾患と関連していることを示した。 
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英語論文部門 

＜優秀賞 銀賞＞ 

 

 

【要旨】 

2 型糖尿病ではインスリン抵抗性の増大と膵 β 細胞の代償機構の破綻によるインスリン分

泌不全のために高血糖が持続する。2 型糖尿病は様々な臓器に影響を及ぼす進行性の多因子

代謝疾患であり、糖尿病の 90%以上を占める。2 型糖尿病患者は末梢神経障害、網膜症、心

血管疾患などの二次的合併症を発症するリスクが高い。 

これまでの治療ガイドラインではインスリン分泌を改善するか、末梢のインスリン抵抗性

を低下させることによって正常血糖を維持することに焦点が当てられてきた。メトホルミ

ンまたはスルホニルウレア単剤療法と生活習慣の改善が治療の第一選択であった。しかし、

2 型糖尿病は進行性の疾患であるため、単剤治療では血糖コントロールが達成できず、高血

糖状態が長く続くことが多い。インスリン抵抗性改善薬とインスリン分泌促進薬という相

補的な作用機序を有する薬剤の併用療法を早期に開始することで一貫した持続的な血糖コ

ントロールが得られることが提唱されている。イメグリミンはメトホルミンから合成され

た新規 2 型糖尿病治療薬であり、膵臓ではインスリン分泌促進や膵 β 細胞のアポトーシス

の抑制作用が知られている。メトホルミンは肝臓での糖新生抑制や骨格筋での糖取り込み

の促進作用が知られている。イメグリミンの第 3 相試験である TIMES 2 試験ではイメグリ

ミンとメトホルの併用は 2 型糖尿病患者において HbA1c の低下と空腹時血糖値の改善をも

たらした。しかしながら、膵 β細胞や他の代謝器官に対するイメグリミンとメトホルミンの

併用による治療機序はまだ不明である。 

本研究では、db/db マウスの膵 β 細胞、肝臓、脂肪組織に対するイメグリミン（Imeg）、

メトホルミン（Met）、あるいはそれらの併用（Imeg+Met）の影響を検討した。Imeg、Met、

Imeg+Met の投与は db/db マウスの耐糖能、インスリン感受性、呼吸商、行動量に有意な影

響を及ぼさなかった。グルコースに対するインスリン分泌の反応性は Imeg+Met 投与により

回復した。さらに、Imeg+Met 投与は db/db マウスにおいて膵 β 細胞増殖を促進し、膵 β 細

胞アポトーシスを改善することにより膵 β 細胞量を増加させた。db/db マウスでは脂肪肝、

脂肪細胞の形態、脂肪率、肝臓および脂肪組織におけるグルコースまたは脂質代謝および炎
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症に関連する遺伝子の発現に顕著な差は認められなかった。単離膵島の網羅的な遺伝子発

現解析から、db/db マウスの単離膵島では Imeg+Met 投与により細胞増殖と細胞死の負の制

御に関連する遺伝子群が変化することが示され、これら Snai1、Tnfrsf18、Pdcd1、Mmp9、

Ccr7、Egr3、および Cxcl12 の遺伝子発現は、db/db マウスの単離膵島で Imeg+Met によって

抑制された。In vitro の培養実験では、膵 β細胞のアポトーシスに対する Imeg+Met の保護作

用が確認された。さらに膵 β細胞株に Imeg+Met を添加すると過酸化水素またはパルミチン

酸によって誘導されるアポトーシスが阻止された。 

このように、イメグリミンとメトホルミンの併用は膵β細胞への直接的な作用を通して

db/db マウスの膵 β 細胞量の維持に寄与し、2 型糖尿病の治療における膵 β 細胞保護戦略の

可能性を示唆した。 
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英語論文部門 

＜優秀賞 銅賞＞ 

 

 

【要旨】 

2008 年 1 月から 2021 年 12 月に当院で胎児期に三尖弁異形成またはエブスタイン奇形

（TVD/EA）と診断された 35 人が対象。妊娠後期の三尖弁逆流波形（TR）を用いて推定し

た TR 最高速度(Vmax)および圧力経時変化（dP/dt）を患者から収集した。周産期の転帰から

BV 群（二心室循環）、NBV 群（単心室循環、新生児死亡、胎児死亡）に分類した。結果、

BV 群が 19 人、NBV 群が 16 人で、TR Vmax<2.4 m/s では全て NBV 群であり、TR Vmax が

2.4-3.3 m/s では BV、NBV の両群で観察された。TR Vmax が 2.4-3.3 m/s の BV 群 11 例，

NBV 群 5 例について、ROC 解析を行い、dP/dt≧350mmHg/s（感度 90.9%、特異度 80.0%）が

予後予測の基準として特定された。TR Vmax と dP/dt≧350mmHg/s を組み合わせ、出生後の

BV の確立をより正確に予測することができる。 
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Case report 部門 

 

 

【要旨】 

乳幼児では, 頭部外傷後にけいれん重積型急性脳症と類似した経過を辿る症例（TBIRD; 

traumatic brain injury with a biphasic clinical course and late reduced diffusion）

が散見されるが, TBIRDの患者特性は解明されていない。今回われわれは, late seizureを

発症する前日に頭部 MRI検査で bright tree appearance（BTA）を認めた幼児例を経験した

ので, 文献レビューを含めて報告する。 

症例は 1歳 4か月児で, 自宅で約 70cmの高さから墜落後, 約 10分間の全身強直性けいれ

んを発症し当院へ救急搬送された。来院時, Glasgow Coma Scale（GCS）E1V1M4, 瞳孔不同

があり, 頭部 CT検査で正中偏位を伴う急性硬膜下血腫を認めたため, 緊急開頭減圧及び血

腫除去術を施行した。入院 2 日目に撮像した頭部 MRI 検査では脳浮腫やびまん性軸索損傷

を疑う所見はなく, 翌日抜管したが, 軽度意識障害（GCS E4V3M5）と右片麻痺を認めた。入

院 4 日目に再検した頭部 MRI 検査では左大脳皮質下白質に BTA を認め, 頭部 MRA 検査では

左大脳半球の過灌流所見を認めた。入院 5 日目に再度けいれん重積発作を発症したが, 抗

けいれん薬投与による鎮痙後に施行した脳波検査では非けいれん性てんかん発作を示唆す

る所見はなかった。入院 34日目に施行した頭部 CT検査では, 左大脳半球の萎縮を認めた。

右片麻痺は残存したものの意識障害は経時的に改善し, 入院 65日目に急性期リハビリテー

ション病院へ転院した（PCPC; Pediatric Cerebral Performance Category score 2）。 

本症例を含め TBIRDを発症した 12例の文献レビューを行ったところ, 全症例が 2歳未満の

急性硬膜下血腫患者で, 意識障害や痙攣, 片麻痺を伴っており, 受傷後3～6日以内にlate 

seizureを発症していた。PCPC 3以上の神経学的予後不良群が多かった（7/12 症例, 58%）。

本症例のみが late seizure 発症前に頭部 BTAを認めた。 

2歳未満の急性硬膜下血腫患者で意識障害や痙攣, 片麻痺を伴う場合は TBIRD を発症する

可能性があり, 受傷後 1週間程度は厳密に神経学的モニタリングをする必要がある。 
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新人賞部門 

 

 

【要旨】 

小児多系統炎症性症候群における”purple eyelid sign” 

小児多系統炎症性症候群 (MIS-C)は, COVID-19 罹患 2-6週間後に発症する, 全身性の炎症

性疾患である. 心, 腎, 消化器など多彩な臓器に炎症を及ぼし, 時には心原性ショックを

来すこともあるため適切な診断, 治療介入が望ましい. 臨床症状が川崎病に類似するため, 

両者の鑑別に有用な理学所見の検討は重要である.  

2021年 1月以降, 当施設および関連施設では 6例の MIS-C患者を経験した. 年齢は 3-13歳 

(中央値 8.5歳), 6人中 3人に心機能低下が見られ, 2人が ICUに入室, 血管作動薬の投与

を要した. いずれの患者にも眼瞼の浮腫状紅斑 ( “purple eyelid sign” と命名)を認め

た. 川崎病では非典型的な所見であり, 両者の鑑別に有用である可能性が示唆された. 

Purple eyelid signの存在から早期に MIS-Cを疑ったことで適切な治療を行うことができ, 

心血管後遺症を残さず全員が治癒した. 

これまで MIS-C と川崎病の眼瞼所見による鑑別について言及した文献は存在せず, 調べう

る限りでは世界初の報告である. 皮膚生検を行っていないため, 眼瞼所見の病理学的メカ

ニズムは不明であるが, 早期診断の一助となる可能性がある重要な身体所見である. 

 

日本語論文部門 
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【学位取得】 

 

川上千晶：第 1704号（乙） 

Fever Responses Are Enhanced with Advancing Age during Respiratory Syncytial Virus 

Infection among Children under 24 Months Old. 

（Respiratory syncytial virus感染時の発熱応答は、月齢 24ヶ月までは月齢が高くなる

に伴い増強する） 

 

坂本正宗：第 1894号（甲） 

Genetic and clinical landscape of childhood cerebellar hypoplasia and atrophy. 

（小脳低形成または萎縮を有する患者における遺伝学的および臨床像に関する研究） 

 

土田哲也：医博第4925号（京都大学） 

A prospective cohort study of the association between the Apgar score and developmental 

status at 3 years of age: the Japan Environment and Children's Study (JECS). 

(アプガースコアと3歳時点での発達との関連について) 

 

本橋裕子：第 1906号（甲） 

Muscle impairment in MRI affect variability in treatment response to nusinersen in 

patients with spinal muscular atrophy type 2 and 3: A retrospective cohort study. 

（骨格筋 MRI で評価された筋障害の程度は，脊髄性筋萎縮症 2 型および 3 型を有する患者

における nusinersen の治療効果に影響を与える：後方視的コホート研究） 
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【表彰】 

 

Kamigaki Y: Travel Award of the 14th International podocyte pre-conference. Nephrin 

Autoantibodies Identify Two Thirds of Children with Idiopathic Nephrotic Syndrome. 

14th International podocyte pre-conference, 2023. 

 

伊藤秀一：Best Doctors in Japan 2022-2023. Best Doctors，2023． 

 

菊池信行：Best Doctors in Japan 2022-2023．Best Doctors，2023． 

 

菊池信行：優秀糖尿病臨床医 2021-2024．Doctor of Doctors Network，2023． 

 

菊池信行：令和 5 年度神奈川県保健衛生表彰受賞 神奈川県知事表彰．神奈川県，2023． 

 

坂本正宗：2022 年度医学研究科博士課程優秀論文賞．Genetic and clinical landscape of 

childhood cerebellar hypoplasia and atrophy（小脳低形成または萎縮を有する患者におけ

る遺伝学的および臨床像に関する研究），横浜市立大学大学院医学研究科，2023． 

 

横山詩子：日本小児循環器学会高尾賞，2023． 

 

 

 

 

  



 9 / 71 

【原著論文】 

 

Arai M, Tsuno T, Konishi H, Nishiyama K, Terauchi Y, Inoue R, Shirakawa J: A 

Disproportionality Analysis of the Adverse Effect Profiles of Methimazole and 

Propylthiouracil in Patients with Hyperthyroidism Using the Japanese Adverse Drug 

Event Report Database. Thyroid, 33(7):804-816, 2023. doi:10.1089/thy.2023.0030. 

 

Bhayana S, Zhao Y, Merchant M, Cummins T, Dougherty JA, Kamigaki Y, Pathmasiri 

W, McRitchie S, Mariani LH, Sumner S, Klein JB, Li L, Smoyer WE; Pediatric 

Nephrology Research Consortium: Multiomics Analysis of Plasma Proteomics and 

Metabolomics of Steroid Resistance in Childhood Nephrotic Syndrome Using a "Patient-

Specific" Approach. Kidney Int Rep, 8(6):1239-1254, 2023. doi:10.1016/j.ekir.2023.03.015. 

 

Bhayana S, Dougherty JA, Kamigaki Y, Agrawal S, Wijeratne S, Fitch J, Waller AP, 

Wolfgang KJ, White P, Kerlin BA, Smoyer WE: Glucocorticoid- and pioglitazone-induced 

proteinuria reduction in experimental NS both correlate with glomerular ECM 

modulation. iScience, 27(1):108631, 2023. doi:10.1016/j.isci.2023.108631. 

 

Chang Y, Keramatnia F, Ghate PS, Nishiguchi G, Gao Q, Iacobucci I, Yang L, Chepyala 

D, Mishra A, High AA, Goto H, Akahane K, Peng J, Yang JJ, Fischer M, Rankovic Z, 

Mullighan CG: The orally bioavailable GSPT1/2 degrader SJ6986 exhibits in vivo 

efficacy in acute lymphoblastic leukemia. Blood, 142(7):629-642, 2023. 

doi:10.1182/blood.2022017813. 

 

Chida-Nagai A, Masaki N, Maeda K, Sasaki K, Sato H, Muneuchi J, Ochiai Y, Murayama 

H, Tahara M, Shiono A, Shinozuka A, Kono F, Machida D, Toyooka S, Sugimoto S, 

Nakamura K, Akagi S, Kondo M, Kasahara S, Kotani Y, Koizumi J, Oda K, Harada M, 

Nakajima D, Murata A, Nagata H, Yatsunami K, Kobayashi T, Matsunaga Y, Inoue T, 

Yamagishi H, Nakagawa N, Ohtani K, Yamamoto M, Ito Y, Hokosaki T, Kuwahara Y, 

Masutani S, Nomura K, Wada T, Sawada H, Abiko M, Takahashi T, Ishikawa Y, Okada 

S, Naitoh A, Toda T, Ando T, Masuzawa A, Hoshino S, Kawada M, Nomura Y, Ueno K, 

Ohashi N, Tachibana T, Cao Y, Ueda H, Yanagi S, Koide M, Mitsushita N, Higashi K, 

Minosaki Y, Hayashi T, Okamoto T, Kuraishi K, Ehara E, Ishida H, Horigome H, 

Murakami T, Takei K, Ishii T, Harada G, Hirata Y, Maeda J, Tatebe S, Ota C, Hayabuchi 

Y, Sakazaki H, Sasaki T, Hirono K, Suzuki S, Yasuda M, Takeda A, Sawai M, Miyaji K, 
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Kitagawa A, Nakai Y, Kakimoto N, Agematsu K, Manabe A, Saiki Y: Use of the index of 

pulmonary vascular disease for predicting long-term outcome of pulmonary arterial 

hypertension associated with congenital heart disease. Front Cardiovasc Med, 

10:1212882, 2023. doi:10.3389/fcvm.2023.1212882. 

 

De Mutiis C, Wenderfer SE, Basu B, Bagga A, Orjuela A, Sar T, Aggarwal A, Jain A, Yap 

HK, Teo S, Ito S, Ohnishi A, Iwata N, Kasapcopur O, Yildiz M, Laurent A, Mastrangelo 

A, Ogura M, Shima Y, Rianthavorn P, Silva CA, Trindade V, Gianviti A, Akinori M, 

Hamada R, Fujimura J, Minamikawa S, Kamiyoshi N, Kaito H, Ishimori S, Iannuzzella 

F, Tullus K: International cohort of 382 children with lupus nephritis - presentation, 

treatment and outcome at 24 months. Pediatr Nephrol, 38(11):3699-3709, 2023. 

doi:10.1007/s00467-023-06018-5. 

 

Fukuda S, Tanaka S, Kawakami C, Kobayashi T, Ito S; Japan Environment and 

Children’s Study Group: Maternal Serum Folic Acid Levels and Onset of Kawasaki 

Disease in Offspring During Infancy. JAMA Netw Open, 6(12):e2349942, 2023. 

doi:10.1001/jamanetworkopen.2023.49942. 

 

Fujita N, Mezawa H, Pak K, Uemura O, Yamamoto-Hanada K, Sato M, Saito-Abe M, 

Miyaji Y, Yang L, Nishizato M, Ohya Y, Ishikura K, Hamasaki Y, Sakai T, Yamamoto K, 

Ito S, Honda M, Gotoh Y; Japan Environment, Children’s Study Group: Reference blood 

pressure values obtained using the auscultation method for 2-year-old Japanese 

children: from the Japan Environment and Children's Study. Clin Exp Nephrol, 

27(10):857-864, 2023. doi:10.1007/s10157-023-02370-w. 

 

Goto H, Ohtsu T, Ito M, Sagisaka M, Naruto T, Nagai JI, Kitagawa N, Tanaka M, 

Yanagimachi M, Hiroshima Y, Miyagi Y: A short-term three dimensional culture-based 

drug sensitivity test is feasible for malignant bone tumors. Hum Cell, 36(6):2152-2161, 

2023. doi:10.1007/s13577-023-00982-8. 

 

Hara J, Matsumoto K, Maeda N, Takahara-Matsubara M, Sugimoto S, Goto H: High-

dose thiotepa, in conjunction with melphalan, followed by autologous hematopoietic stem 

cell transplantation in patients with pediatric solid tumors, including brain tumors. 

Bone Marrow Transplant, 58(2):123-128, 2023. doi:10.1038/s41409-022-01820-5. 

 

Hara Y, Shiba N, Yoshida K, Yamato G, Kaburagi T, Shiraishi Y, Ohki K, Shiozawa Y, 
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Kawamura M, Kawasaki H, Sotomatsu M, Takizawa T, Matsuo H, Shimada A, 

Kiyokawa N, Tomizawa D, Taga T, Ito E, Horibe K, Miyano S, Adachi S, Taki T, Ogawa 

S, Hayashi Y: TP53 and RB1 alterations characterize poor prognostic subgroups in 

pediatric acute myeloid leukemia. Genes Chromosomes Cancer, 62(7):412-422, 2023. 

doi:10.1002/gcc.23147. 

 

Harama D, Akahane K, Goi K, Sakaguchi K, Goto H, Kitahara S, Inukai T: Utility of 

ASNS gene methylation evaluated with the HPLC method as a pharmacogenomic 

biomarker to predict asparaginase sensitivity in BCP-ALL. Epigenetics, 18(1):2268814, 

2023. doi:10.1080/15592294.2023.2268814. 

 

Hattori S, Nozawa T, Nishimura K, Hara R, Murase A, Ohara A, Ohnishi A, Ohya T, Ito 

S: Characteristics of persistent arthritis with refractory Kawasaki disease: a single 

center retrospective study. Sci rep, 13(1):9890, 2023. doi:10.1038/s41598-023-36308-9. 

 

Hawaka H, Shimokaze T, Yokosuka T, Toyoshima K, Saito T, Goto H: Common Blood 

Test Indices for Predicting Transient Abnormal Myelopoiesis-Related Mortality in 

Infants with Down Syndrome. Tohoku J Exp Med, 261(1):51-56, 2023. 

doi:10.1620/tjem.2023.J051. 

 

Hijiya N, Maschan A, Rizzari C, Shimada H, Dufour C, Goto H, Kang HJ, Guinipero T, 

Karakas Z, Bautista F, Ducassou S, Yoo KH, Zwaan CM, Millot F, Patterson BC, Samis 

J, Izquierdo M, Titorenko K, Li S, Sosothikul D: The long-term efficacy and safety of 
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D, Ogawa S, Hayashi Y: The genome-wide DNA methylation of pediatric acute 

promyelocytic leukemia: The JCCG study, JPLSG AML-P05(小児前骨髄球性白血病に対す

るgenome-wide DNA メチル化解析 -The JCCG study, JPLSG AML-P05)．第65回日本小児血

液・がん学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

磯崎 淳：COVID19が小児アレルギー疾患に与えた影響を考える～小児アレルギー診療、研

修への影響．第 60回日本小児アレルギー学会学術大会，京都，2023，11． 

 

市川竜太：大麻入りグミを食し中毒症状を呈した一例．第 127 回東部小児科医会，横浜，

2023，7． 

 

市川泰広：川崎病急性期の病態形成におけるカベオリンの役割．第 26回川崎病治療懇話会，

横浜，2023，7． 

 

市川泰広，大宅 喬，村瀬絢子，佐藤雅子，咲間裕之，佐藤美保，伊藤秀一：川崎病急性期

におけるカベオリンの役割．第 43回日本川崎病学会・学術集会，大阪，2023，9． 
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伊藤育容：ヒト冠動脈血管内皮細胞培養モデルを用いた免疫グロブリン不応川崎病に対す

る新規治療薬候補の同定：6NCリトリートポスターセッション/第 31回日本医学会総会，

東京，2023，4． 

 

伊藤育容，本村健一郎，森田英明，松本健治：先行感染が冠動脈病変に形成に与える影響：

ヒト冠動脈血管内皮細胞培養モデルからの考察．第 43回日本川崎病学会・学術集会，大阪，

2023，9． 

 

伊藤秀一：モーニング実践講座 9．ステロイド薬,免疫抑制薬,生物学的製剤の使い方と注意

点～あなたの使用法,適切ですか？～．第 126回日本小児科学会学術集会，東京，2023，4． 

 

伊藤秀一：シンポジウム 25「実臨床におけるリツキシマブの適用と併用免疫抑制療法」4．

小児特発性ネフローゼ症候群におけるリツキシマブの適用と併用免疫抑制薬．第 66回日本

腎臓学会学術集会，横浜，2023，6． 

 

伊藤秀一：ランチョンセミナー4 非典型溶血性尿毒症症候群へのエクリズマブ治療の実際

～ガイドラインからリアルワールドデータまで～．第 58回日本小児腎臓病学会学術集会，

高槻，2023，6． 

 

伊藤秀一：ランチョンセミナー2 小児救急外来における血栓性微小血管症(TMA)の診断と

初期対応～非典型溶血性尿毒症症候群を中心に．第 36回日本小児救急医学会学術集会，幕

張，2023，7． 

 

伊藤秀一：シンポジウム 8「これだけはやっておきたい、救急外来や当直中の腎疾患児への

対応」3．急性腎疾患のラスボス「STEC-HUS」を迎え撃て！ 第 36回日本小児救急医学会学

術集会，幕張，2023．7． 

 

伊藤秀一：BIO臨床セミナー3「アクテムラ研修会」2．小児高安動脈炎の治療と管理のエッ

センス トシリズマブ治療を中心に．第 32回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さい

たま，2023，10． 

 

伊藤秀一：ランチョンセミナー 川崎病の過去と未来－故川崎富作先生の業績と残された

課題．第 139回日本小児科学会山口地方会，宇部，2023，12． 

 

稲葉 彩，内村 暢，冨樫勇人，灘 大志，町田裕之，中村智子，平和伸仁，伊藤秀一 ：当

院小児科で診断された特発性ネフローゼ症候群患者の移行期の概要．第 66回日本腎臓学会
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学術集会，横浜，2023，6． 

 

伊波勇輝，渡辺好宏，本井宏尚，尾髙真生：遷延する小脳失調に対し TRH療法が有効であっ

たサポウイルス 1 型による急性小脳炎の 1 例．第 65 回日本小児神経学会学術集会，岡山，

2023，5． 

 

岩本眞理：多領域シンポジウム１「先天性心疾患をもつ子どもの身体活動を広げるために,

多職種でできる支援を考える」キーノート 学校生活管理表の解説,医師の意図,学校との

連携について．第 59 回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

岩本眞理：委員会企画シンポジウム 6「学校心臓検診のこれまでと今後:課題とデジタル化

時代に向けた取り組み」学校心臓検診の問題点と新たな課題．第 59回日本小児循環器学会

総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

岩本眞理：委員会企画シンポジウム 1「医師の働き方改革～順調に進んでいるのか?～」A水

準に決定した地域中核病院の働き方改革．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横

浜，2023，7． 

 

内村 暢，冨樫勇人，灘 大志，稲葉 彩，伊藤秀一 ：当科で小児特発性ネフローゼ症候群

に対しリツキシマブ投与を行なった 49 例の遠隔期合併症の検討．第 58 回日本小児腎臓病

学会学術集会，高槻，2023，6． 

 

大泉泰彦，西村直人，菅野 元，江並龍之介，遠坂 崇，清宮優香，坪倉 慎，南澤有紀，

小笹浩二，咲間裕之，菊池信行：オクトレオチドで良好な血糖管理を得ている ABCC8遺伝子

ヘテロ接合性変異を同定した先天性高インスリン血症の 1 例．第 374 回日本小児科学会神

奈川県地方会（WEB開催），2023，3． 

 

大嶋 明，江波戸孝輔，金子雅紀，松村壮史，今川智之：当科における関節型若年生特発性

関節炎の寛解率と薬剤休薬状況について．第 67回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡，

2023，4． 

 

大嶋 明，江波戸孝輔，金子雅紀，松村壮史，鹿間芳明，今川智之：特徴的な画像所見を認

めた Caffey病の乳児例．第 32回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さいたま，2023，

10． 

 

大杉康司，尾上和子，五十嵐大二，松田 基，徳弘悦郎：小学校との情報共有を強化するこ
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とで他の学童と同じ行程で宿泊学習が可能となった１型糖尿病の２症例．第 28回日本小児・

思春期糖尿病学会年次学術集会，大阪，2023，7． 

 

太田慧子，本井宏尚，伊波勇輝，尾髙真生，渡辺好宏，志賀健太郎，伊藤秀一：子守帯（ス

リング）内で心肺停止をきたした新生児症例の報告．第 126回日本小児科学会学術集会，東

京，2023，4． 

 

太田裕貴，小原伊吹，磯田 豊，魚住 梓，岩間一浩，福山綾子，堀口晴子，松井 裕，佐

藤光紗，伊藤秀一：経時的ビリルビン計測に向けたウェアラブル黄疸計の開発．第 59回日

本周産期・新生児医学会学術集会，名古屋，2023，7． 

 

大谷春菜，鈴木徹臣，古川耕也，大河内 慎，藤本淳志，渡辺理沙，川上兼堂，小形亜也子，

正本雅斗，永嶋早織，齋藤千穂，田中文子：ソラマメ摂取によって溶血性貧血を生じた G6PD

欠損症の 1例．第 376 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，9． 

 

大原亜沙実，神山裕二，服部成良，西村謙一，野澤 智，伊藤秀一：当院でベリムマブを導

入した小児期発症全身性エリテマトーデス患者 5例の検討．第 32回日本小児リウマチ学会

総会・学術集会，さいたま，2023，10． 

 

大和田 玄，西澤英雄，的山由季，渡辺 衿，金子尚樹，木村康宏，七尾大観，高山千尋，

藤本潤一：頚椎前方除圧固定術中に脳幹梗塞を発症した一例．第 50回日本集中治療医学会

学術集会，京都，2023，3． 

 

岡 沙由稀，菊池健太，黒滝大翼，横山詩子：動脈管における EP4転写制御機構の検討．第

22 回日本心臓血管発生研究会，淡路，2023，12． 

 

Okabe Y, Murakoshi N, Ito Y, Miyoshi C, Funato H, Ishii K, Inoue H, Murayama T, 

Kurebayashi N, Dongzhu Xu, Aonuma K, Wakana S, Yokoyama U, Sakurai T, Ieda M, 

Yanagisawa M: Molecular mechanisms of a newly established inherited arrhythmia 

mouse model and its clinical application. 第 87 回日本循環器学会学術集会，福岡，2023，

3． 

 

奥村滋邦，加藤優子，横山詩子，本間 宙：ステント留置が引き起こす血管内膜肥厚におけ

るプロスタグランジン E2-EP4 シグナルの役割．第 50 回日本集中治療医学会学術集会，京

都，2023，3． 

 



 39 / 71 

奥村滋邦，加藤優子，佐々木隆子，谷藤章太，本間 宙，横山詩子：Fibulin-1-ECM1複合体

の血管傷害後の内膜肥厚における役割．第 55 回日本結合組織学会学術大会，岡山，2023，

6． 

 

小椋雅夫，西 健太朗，伊藤秀一：自己炎症症候群とその他の疾患 小児慢性再発性多発性

骨髄炎のパミドロネートによる診断的治療は有効である．第 67回日本リウマチ学会総会・

学術集会，福岡，2023，4． 

 

長内未来，中村 隆，廣見太郎，井上 華，横山詩子：腹部大動脈瘤における EP4シグナル

と toll-like receptor シグナルによる炎症増幅機構．第 32 回日本病態生理学会大会，東

京，2023，8． 

 

落合雄人，中野裕介，川田愛子，河合 駿，市川泰広，渡辺重朗，伊藤秀一，合田真海，町

田大輔：1歳になって診断された垂直静脈瘤を合併した総肺静脈還流異常症の一例，日本心

エコー図学会第 34回学術集会，岐阜，2023，4． 

 

落合雄人，河合 駿，川田愛子，市川泰広，中野裕介，渡辺重朗，西村謙一，伊藤秀一：広

範囲の深部静脈血栓症から May-Thurner Syndromeの合併が疑われた抗リン脂質抗体症候群

の男性例．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

尾堀佐知子，蓮見壽史，矢尾正祐，古屋充子，中野嘉子，中西沙由里，保坂千秋，栗城紘子，

石寺由美，須郷慶信，浜之上はるか，宮武聡子，宮城悦子，伊藤秀一：当院で遺伝性平滑筋

腫症腎細胞癌の遺伝学的検査を実施した 3症例．第 47回日本遺伝カウンセリング学会学術

集会，松本，2023，7． 

 

梶田由衣，灘 大志，冨樫勇人，伊波勇輝，尾髙真生，北尾牧子，沼沢慶太，内村 暢，本

井宏尚，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，今西淳一，伊藤秀一：反復する尿路感染症によ

り尿管瘤切開術を要した 3 か月女児例．第 373 回日本小児科学会神奈川県地方会（WEB 開

催），2023，2． 

 

片岡菜摘，下風朋章，斎藤朋子，柴崎 淳，稲垣佳典，釼持孝博，野口崇宏，勝又 薫，林

辰司，谷山禎彦，波若秀幸，高橋 恵，星野陸夫，豊島勝昭，森田雄介：超早産児の呼吸管

理における肺サーファクタント追加再投与の急性効果．第 59回日本周産期・新生児医学会

学術集会，名古屋，2023，7． 

 

片岡菜摘，豊島勝昭，斎藤朋子，勝又 薫，森田雄介，谷山禎彦，林 辰司，高橋 恵，波
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若秀幸，野口崇宏，釼持孝博，稲垣佳典，下風朋章，柴崎淳，星野陸夫：NICU 病棟改築前後

の 18 トリソミー児の在宅移行や生命予後の検討．第 59 回日本周産期・新生児医学会学術

集会，名古屋，2023，7． 

 

金子尚樹，西澤英雄，藤本潤一，七尾大観，木村康宏，大和田玄：骨折後に脂肪塞栓症候群

を発症した Duchenne 型筋ジストロフィー症例．第 45回日本呼吸療法医学会学術集会，名古

屋，2023，8． 

 

神山裕二，服部成良，大原亜沙実，西村謙一，野澤 智，伊藤秀一：リツキシマブ投与が

有効であった全身性強皮症の小児例．第 32回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さ

いたま，2023，10． 

 

神山裕二，服部成良，大原亜沙実，西村謙一，野澤 智，伊藤秀一：脳結核腫を伴った肺

結核症の乳児例．第 13回首都圏小児結核症例検討会，東京，2023，11． 

 

神鳥達哉，才田 聡，上野浩生，垣内伸之，齋藤明子，足立壯一，河合智子，富澤大輔，

辻本信一，柴 徳生，林 泰秀，小川誠司，滝田順子：最未分化型急性骨髄性白血病にお

いてRINX1異常は予後不良因子である（RUNX1 aberration is associated with a poor 

clinical outcome in minimally differentiated acute myeloid leukemia）．第82回日本

癌学会学術総会，横浜，2023，9． 

 

亀井宏一，野津寛大，堀之内智子，西 健太朗，藤田直也，櫻谷浩志，貝藤裕史，冨樫勇人，

濱田 陸，島 友子，吉川徳茂：ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群における腎組織と遺伝

子異常の有無の関係（多施設共同研究）．第 58回日本小児腎臓病学会学術集会，高槻，2023，

6． 

 

川田智子，齋藤記子，治武節子，池田知子，仲田真弓，荒井 博，清水博之：藤沢市民病院

における微生物検査室のAST活動への関わり～検査室から外へ，病棟に赴くことの意義．第

32回神奈川県臨床検査医学会大会，横浜，2023，6． 

 

川田智子，中村友里乃，大隅智之，清水博之：Abiotrophia defective による化膿性脊椎炎

の一例．第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会，富山，2023，11． 

 

川添麻衣，南木敏宏，小寺雅也，伊藤秀一，川嶋聡子，根田直子，要 伸也，針谷正祥：ANCA

関連血管炎を含む中小型血管炎の臨床的特徴 結節性多発動脈炎の全国疫学調査結果．第

67 回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡，2023，4． 



 41 / 71 

 

菊池 透，伊藤善也，山本幸代，望月美恵，浦上達彦，川村智行，菊池信行，横田一郎，杉

原茂孝，雨宮 伸：我が国の小児・思春期 1型糖尿病治療における先進糖尿病治療の現状．

第 22回日本先進糖尿病治療・1型糖尿病研究会，東京，2023，11． 

 

菊池信行：分野別シンポジウム 3インスリン発見,ノーベル賞受賞から 100周年を迎えるい

ま,小児期のライフステージの特性からみた 1 型糖尿病の治療,療養支援について再考する 

子どもたちの未来を考えよう!移行期医療の現状と課題．第 126回小児科学会学術集会，東

京，2023，4． 

 

岸尾 望，峯 直也，津島悠花，土居怜奈，高島博太，青木優一，谷口遥佳，中澤枝里子，江

原貴子，渡邊季彦，山本亜矢子，早野聡子，粟生耕太：尿路感染症を合併したCOVID-19 低月

齢発熱症例．第373回日本小児科学会神奈川県地方会（WEB開催），2023，2． 

 

岸尾 望，市川泰広，五十嵐大二，落合雄人，合田真海，町田大輔，立石 実，河合 駿，

中野裕介，渡辺重朗，齊藤 綾，伊藤秀一：感染性心内膜炎からバルサルバ洞破裂を来し外

科的治療を要した一例．第 19回神奈川小児循環器研究会(WEB開催)，2023，10． 

 

木村康宏，西澤英雄，藤本潤一，七尾大観，大和田 玄，金子尚樹，髙山千尋，渡辺 衿，

的山由季：非イオン性界面活性剤の服毒により著明な代謝性アシドーシスと血管透過性亢

進型肺水腫を来した 1例．第 50回日本集中治療医学会学術集会，京都，2023，3． 

 

栗田大輔，山内裕子，辻本信一，大砂光正，池田順治，竹内正宣，田野島玲大，柴 徳生，

伊藤秀一：当院における小児がん患者のリハビリテーション治療について．第 126回日本小

児科学会学術集会，東京，2023，4． 

 

栗田大輔，山西 純，大砂光正，池田順治，辻本信一，竹内正宣，田野島玲大，柴 徳生：

当院において CAR-T療法を施行した再発難治 BCP-ALLの 5例．第 65回日本小児血液・がん

学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

Kurita D, Yamanishi J, Osuna M, Ikeda J, Tsujimoto S, Takeuchi M, Tanoshima R, 

Shiba N: Cases of relapsed and refractory B cell precursor-acute lymphoblastic leukemia 

treated with chimeric antigen receptor T cell therapy (当院においてCAR-T 療法を施行し

た再発難治BCP-ALL の5例)．第65回日本小児血液・がん学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

釼持孝博，下風朋章，森田雄介，片岡菜摘，谷山禎彦，林 辰司，高橋 恵，波若秀幸，勝
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又 薫，野口崇宏，稲垣佳典，斎藤朋子，柴崎 淳，豊島勝昭：早産児肝臓における Shear 

wave elastographyの経時変化について．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名

古屋，2023，7． 

 

小神真梨子，加藤優子，伊藤智子，中村一文，阿部信二，横山詩子：肺動脈性肺高血圧症に

おける疾患特異的圧力感受性分子 Stanniocalcin1の役割．第 8回肺高血圧・肺循環学会学

術集会，神戸，2023，6． 

 

小神真梨子，加藤優子，伊藤智子，中村一文，阿部信二，Roger R. Reddel，横山詩子：肺

動脈性肺高血圧症における Stanniocalcin1 の役割．第 26 回東京呼吸病態研究会，東京，

2023，10． 

 

小林孝輔，谷川誠一，塩谷裕美，只木弘美：皮膚テストが診断に有用であったカシューナッ

ツ特異的 IgE抗体陰性のカシューナッツアレルギーの 1症例．第 39回日本小児臨床アレル

ギー学会学術大会，福岡，2023，7． 

 

小張真吾，飯尾知輝，松尾晶子，安藤枝里子，磯崎 淳：横浜市内幼稚園・保育所に対して

の食物アレルギー通園児についてのアンケート調査（2014年と 2022年の比較）．第 60回日

本小児アレルギー学会学術大会，京都，2023，11． 

 

小松洋介，神山裕二，服部成良，西村謙一，野澤 智，伊藤秀一：心機能低下を伴う川崎病

に対してインフリキシマブを用いて治療した一例．第 18 回神奈川県川崎病研究会，横浜，

2023，2． 

 

小松洋介，清水博之，佐野貴子，多屋馨子，山田壮一，遠坂 崇，田中嵩人，坂田雄祐，待

鳥 航，落合雄人，小堀大河，佐藤睦美，伊藤 淳，小郷寛史，中村智子，松田 基：水痘

ワクチン株により播種性帯状疱疹を発症した 11歳女児例．第 126回日本小児科学会学術集

会，東京，2023，4． 

 

小松洋介，北尾牧子，沼沢慶太，伊波勇輝，富樫勇人，灘 大志，尾髙真生，本井宏尚，内

村 暢，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：新生児期にけいれん発作を発症した

副甲状腺機能低下症の 1例．第 375回日本小児科学会神奈川地方会，横浜，2023，6． 

 

小松洋介，菊池信行：オクトレオチドでコントロールを得ている ABCC8遺伝子ヘテロ接合性

変異を同定した先天性高インスリン血症．第 56回日本小児内分泌学会学術集会，さいたま，

2023，10． 
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小山裕太郎，三浦 大，小林 徹，鉾碕竜範，菅沼栄介，沼野藤人，古野憲司，塩野淳子，

布施茂登，深澤隆治，三谷義英：冠動脈瘤を伴う川崎病患者のレジストリ研究-KIDCAR．第

59 回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

齋藤朋子，豊島勝昭，下風朋章，柴崎 淳，稲垣佳典，野口崇宏，勝又 薫，高橋 恵，波

若秀幸，林 辰司，谷山禎彦，釼持孝博，片岡菜摘，森田雄介：先天性横隔膜ヘルニアの児

における呼吸機能検査と予後との関連．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名古

屋，2023，7． 

 

齋藤朋子，豊島勝昭，柴崎 淳，下風朋章，釼持孝博，稲垣佳典，野口崇宏，勝又 薫，高
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状況．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名古屋，2023，7． 

 

崎村青葉，渡辺理沙，川上兼堂，朱田貴美，大砂光正，小形亜也子，正本雅斗，永嶋早織，

齋藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：甲状腺機能低下症を合併した色素失調症の一例．第 373回

日本小児科学会神奈川県地方会（WEB開催），2023，2． 

 

崎村青葉，南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚，渡辺好宏：COVID-19 に合併したけいれん重積

型(二相性)急性脳症(AESD)に対して thyrotropin releasing hormone(TRH)療法を施行した

1 例．第 79回日本小児神経学会関東地方会（WEB開催），2023，10． 

 

佐々木惠吾，濱田 陸，長岡由修，中﨑公隆，清水歩美，白根正一郎，赤峰敬冶，三上直朗，

原田涼子，濱崎祐子，石倉健司，本田雅敬，幡谷浩史：特発性ネフローゼ症候群における急

性腎障害（AKI）の頻度と分類，発症時期の検討．第 58回日本小児腎臓病学会学術集会，高

槻，2023，6． 

 

志賀健太郎：特別企画 4「小児・思春期糖尿病診療における課題」薬物療法の実際とわが国

における課題．第 57 回糖尿病学の進歩，東京，2023，2． 

 

志賀健太郎，北尾牧子，沼沢慶太：学校検尿を契機に発見される 1型糖尿病の内因性インス

リン分泌の経時的変化について．第 126回日本小児科学会学術集会，東京，2023，4． 

 

志賀健太郎，北尾牧子，沼沢慶太：学校検尿を契機に早期に発見される 1型糖尿病に対して

インスリン補充開始はその後の内因性インスリン分泌能に影響を与えるか．第 56回日本小

児内分泌学会学術集会，さいたま，2023，10． 
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島田清子，西村直人，平井祐士，糸永 育，松本 峻，杉山弘樹，西澤 崇：FilmArrayⓇ

髄膜炎・脳炎パネルで診断したヒトパレコウイルス感染症の乳児例．第 376 回日本小児科

学会神奈川県地方会，横浜，2023，9． 

 

清水博之，勝田友博，今川智之，伊藤秀一：パリビズマブ適正使用を目的としたRSV入院患

者の実態調査．第376回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，9． 

 

清水博之：RSV流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的としたRSV入院患者の実態調査．第19

回神奈川小児循環器研究会（WEB開催），2023，10． 

 

清水博之：水痘・帯状疱疹ウイルスワクチン．第72回日本感染症学会東日本地方会学術集会・

第70回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会，東京，2023，10． 

 

清水博之，川田智子，大隅智之：バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）アウトブレイクに対し

て約10年間実施したスクリーニング．第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会，富山，

2023，11． 

 

清水博之：患者を診る臨床検査医を目指して．第70回日本臨床検査医学会学術集会，長崎，

2023，11． 

 

清水博之：先天梅毒フローチャート．第55回日本小児感染症学会総会・学術集会，名古屋，

2023，11． 

 

清水博之：特別講演2「先天梅毒のマネージメント」．日本性感染症学会第36回学術大会，東

京，2023，12． 

 

清水裕貴，中村 隆，小嶋朋之，横山詩子：ヒト培養細胞における低酸素周期加圧刺激によ

る細胞接着制御因子 NDRG1の mRNA発現量変化．第 32回日本病態生理学会大会，東京，2023，

8． 

 

下風朋章，豊島勝昭，森田雄介，片岡菜摘，谷山禎彦，林 辰司，波若秀幸，高橋 恵，野

口崇宏，勝又薫，稲垣佳典，釼持孝博，斎藤朋子，柴崎 淳，星野陸夫：当院におけるダウ

ン症候群の在胎週数の分布について．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名古屋，

2023，7． 
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菅沼栄介，三浦 大，小山裕太郎，小林 徹，鉾碕竜範，沼野藤人，古野憲司，塩野淳子，

布施茂登，深澤隆治，三谷義英：冠動脈瘤を合併した川崎病患者への ARB/ACEiの冠動脈瘤

退縮効果の検討-KIDCARサブ解析．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，

7． 

 

菅沼栄介，三浦 大，小山裕太郎，小林 徹，鉾碕竜範，沼野藤人，古野憲司，塩野淳子，

布施茂登，深澤隆治，三谷義英：冠動脈瘤を合併した川崎病患者への ARB/ACEiの冠動脈瘤

退縮効果の中間報告-KIDCAR サブ解析．第 43 回日本川崎病学会・学術集会，大阪，2023，

9． 

 

鈴木堯大，内村 暢，伊波勇輝，冨樫勇人，尾髙真生，北尾牧子，灘 大志，沼沢慶太，本

井宏尚，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一 ：血中 Trichosporon asahii 抗体陽性

から夏型過敏性肺炎の診断に至った 14歳男児例．第 126 回日本小児科学会学術集会，東京，

2023，4． 

 

鈴木堯大，大杉康司：糖尿病性ケトアシドーシス発症時に初期輸液にインスリン静注を行っ

た事で低カリウム血症が遷延した一例．第 28回神奈川小児糖尿病研究会，横浜，2023，11． 

 

鈴木徹臣，田中文子：当院での小児がん経験者の長期フォローアップの現状と課題について．

第 65回日本小児血液・がん学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

高橋 恵，片岡菜摘，林 辰司，谷山禎彦，勝又 薫，野口崇宏，波若秀幸，釼持孝博，斎

藤朋子，下風朋章，柴崎 淳，豊島勝昭：1500g以上 2500g未満の低出生体重児家族の育児

において必要とされる支援とは何か．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名古屋，

2023，7． 

 

田中 司，小張真吾，山本 崇，吉川奈緒子，松尾晶子，飯尾知輝，安藤枝里子，町田裕之，

磯崎 淳：臍ヘルニアに対する圧迫療法による褥瘡を契機に臍炎をきたした 1例．第 374回
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谷川誠一，塩谷裕美，野原千広，竹部麻美子，松沼まり，松澤 崇，涌井直人，高橋篤史，

小林孝輔，高橋英里佳，原 良紀，只木弘美，福山綾子，鉾碕竜範：カカオ特異的 IgE抗体

陰性のカカオによるアナフィラキシーの 1 例．第 126 回日本小児科学会学術集会，東京，

2023，2． 

 

谷川誠一，塩谷裕美，佐藤奈由，中村政志，小林孝輔，窪田祥平，只木弘美：カカオ特異的

IgE 抗体陰性のカカオによるアナフィラキシーの 1 例．第 60 回日本小児アレルギー学会学

術大会，京都，2023，11． 

 

遠坂 崇，菅野 元，江並龍之介，清宮優香，坪倉 慎，南澤由紀，西村直人，小笹浩二，

咲間裕之，菊池信行：中枢神経症状に乏しい脂肪塞栓症候群を発症したデュシェンヌ型筋ジ

ストロフィーの 15歳男児例．第 36回日本小児救急医学会学術集会，幕張，2023，7． 

 

遠坂 崇，清宮優香，境 里彩，古谷智子，内田陽子，西 大介，石田史彦，菊池信行：身

体所見と腹部エコーを契機に診断し得た先天性副腎低形成症の 1 例．第 377 回日本小児科

学会神奈川地方会，横浜，2023，11． 

 

Toyama D, Koike T, Sugishita Y, Kawabata N, Akiyama K, Kurita D, Tsujimoto S, 

Takeuchi M, Shiba N, Yamamoto S: Fatal late-onset encephalitis and prolonged severe 

cytopenia after CAR-T-cell therapy: Acase report (CAR-T 療法後に致死的な晩期発症型

脳炎と重篤な血球減少をきたした一例)．第65回日本小児血液・がん学会学術集会，札幌，

2023，9． 

 

冨樫勇人，稲葉 彩，灘 大志，内村 暢，大谷方子，伊藤秀一：保存期腎不全として発

見され oligomeganephronia を疑った低形成腎の一例．第 88回関東小児腎臓研究会，東京，

2023，3． 

 

冨樫勇人，稲葉 彩，灘 大志，内村 暢，大谷方子，伊藤秀一：当院で非ネフローゼレベ

ルの蛋白尿に対し腎生検を実施した 18 名の検討．第 58 回日本小児腎臓病学会学術集会，

高槻，2023，7． 

 

中澤枝里子，内村 暢，冨樫勇人，灘 大志，稲葉 彩，大谷方子，伊藤秀一：血管内皮

障害を伴わないメサンギウム融解像を認めたループス腎炎の 2例．第 80回神奈川腎炎研

究会，横浜，2023，2． 
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永嶋早織，窪田祥平，小張真吾，小堀大河，小笹浩二，早野聡子，塩谷裕美，只木弘美：寛

解確認の負荷試験を施行した卵黄 acute FPIESの症例集積研究．第 72回日本アレルギー学
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永嶋早織，鈴木啓子，楠田理奈，渡辺翔，山本貴和子，福家辰樹，松本健治，大矢幸弘，野
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用いた小児ネフローゼ症候群に対する免疫抑制剤の適応外使用実態調査．第 126 回日本小

児科学会学術集会，東京，2023，4． 

 

中野裕介，落合雄人，川田愛子，河合 駿，市川泰広，渡辺重朗，合田真海，町田大輔，鈴

木伸一，成川雅俊，中島理恵，小西正紹，小村直弘，菅野晃靖：心筋梗塞後の心室中隔穿孔
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的心房中隔欠損閉鎖術の施設認定後の当院における心房中隔欠損閉鎖治療の現況と新たな

閉鎖栓の導入．第 374 回日本小児科学会神奈川県地方会（WEB開催），2023，3． 

 

中野裕介，落合雄人，五十嵐大二，河合 駿，市川泰広，渡辺重朗：完全右脚ブロックを呈

した Gore閉鎖栓留置の一例．第 10回 Informal JCIC 関東甲信越研究会，東京，2023，11． 

 

中村 隆，小嶋朋之，齋藤純一，日髙祐子，井上 華，宮城悦子，石川義弘，横山詩子：低

酸素下周期的加圧培養によるヒト血管平滑筋細胞由来人工血管の開発．第 61回日本人工臓

器学会大会，東京，2023，11． 

 

中村 隆，小嶋朋之，日髙祐子，宮城悦子，石川義弘，横山詩子：低酸素下周期的加圧培養

法による足場材料を必要としない高強度細胞シートの開発．第 3 回細胞シート工学イノベ

ーションフォーラム，東京，2023，11． 
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中村 隆，小嶋朋之，日髙祐子，宮城悦子，石川義弘，横山詩子：低酸素下周期的加圧培養

による培養細胞からなる移植可能な人工血管の開発．第 119 回日本獣医循環器学会定例大

会，東京，2023，12． 

 

中村俊介，宮城隆志，菊池信行，中森知毅：当院救急外来における小児頭部外傷の現状と課

題 虐待、マルトリートメントへの対応について．第 46回日本脳神経外傷学会，岡山，2023，

2． 

 

灘 大志，亀井宏一，佐藤 舞，稲葉 彩，濱田 陸，伊藤秀一 ：単回リツキシマブ療法後

にミコフェノール酸モフェチルによる維持療法を行った小児難治性ネフローゼ症候群患者

の長期予後と安全性．第 58 回日本小児腎臓病学会学術集会，高槻，2023，6． 

 

灘 大志，南澤有紀，佐々木惠吾，伊波勇輝，北尾牧子，沼沢慶太，内村 暢，本井宏尚，

渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，大谷方子，伊藤秀一：パルス療法を含むステロイド、免

疫抑制薬 2剤で寛解が得られたフルハウスパターン膜性腎症の 14歳女児例．第 376回日本

小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，9． 

 

灘 大志，内村 暢，佐々木惠吾，稲葉 彩，大谷方子，寺西淳一，伊藤秀一 ：原因不明の

末期腎不全に対して生体腎移植を行ったネパール人の 12 歳女児例．第 44 回日本小児腎不

全学会学術集会，佐賀，2023，11． 

 

成相昭吉，佐々木眞優，中村実来，原野真一，森藤祐次，堀江昭好，長谷川有紀，藤脇建久：

SARS-CoV-2 新興後の 2 年間に入院小児例から検出された呼吸器ウイルス．第 108 回山陰小

児科学会，松江，2023，3． 

 

成相昭吉，原野真一，加地更紗，森藤祐次，羽根田泰宏，堀江昭好，長谷川有紀，藤脇建久：

SARS-CoV-2新興後の入院小児例から Film Array呼吸器パネルを用いて検出されたウイルス

の検討．第 126回日本小児科学会学術集会，東京，2023，4． 

 

成相昭吉，佐々木眞優，中村実来，原野真一，森藤祐次，堀江昭好，長谷川有紀，藤脇建久：

COVID-19 新興後 5 類移行までに気道感染症小児入院例から検出された呼吸器ウイルス．第

59 回日本赤十字社医学会総会，京都，2023，11． 

 

成相昭吉，堀江昭好：COVID-19新興後に SARS-CoV-2感染を除く複雑型熱性痙攣入院例か

ら検出された呼吸器ウイルスとその意義．第 55回日本小児感染症学会総会・学術集会，名
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古屋，2023，11． 

 

西村謙一，池ヶ谷武志，河合 駿，竹内正宣，市川泰広，伊藤秀一：臨床実習における 

身体診察実践の導入としての小グループ学習：講義とグループ討議の比較．第 55回日本

医学教育学会大会，長崎，2023，7． 

 

西村謙一：シンポジウム 1「COVID-19 それぞれの視点からの教訓」横浜市における小児

COVID-19医療体制構築と課題への対応、今後の展望 ～統括実務担当者の視点から～．第

32 回日本外来小児科学会年次集会，横浜，2023，9． 

 

西村謙一：BIO臨床セミナー2 本邦における全身型若年性特発性関節炎の治療戦略-カナキ

ヌマブの適正使用-．第 32回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さいたま，2023，

10． 

 

西村謙一，村瀬絢子，神山裕二，氏家圭子，齋藤裕美，大原亜沙実，服部成良，野澤 

智，伊藤秀一：当科のリウマチ外来における移行期支援プログラムの実践報告．第 32回

日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さいたま，2023，10． 

 

西村直人：オクトレオチド LAR で良好な血糖管理を得ている母由来 ABCC8 遺伝子変異を同

定した先天性高インスリン血症の１例．第 46回日本小児遺伝学会学術集会，沖縄，2023，

12． 

 

西山邦幸，小野正人，都野貴寛，井上亮太，渥美拓土，寺内康夫，伊藤秀一，白川 純：

Imeglimin と Metformin の併用による db/db マウスの膵β細胞への効果の検討．第 36 回日

本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会，東京，2023，2． 

 

西山邦幸，小野正人，都野貴寛，井上亮太，渥美拓土，寺内康夫，伊藤秀一，白川 純：肥

満糖尿病 db/db マウスにおける imeglimin と metformin の併用による膵β細胞保護効果の

検討．第 66回日本糖尿病学会年次学術集会，鹿児島，2023，5． 

 

西山邦幸，都野貴寛，井上亮太，白川 純：Imegliminと metforminの併用による肥満糖

尿病 db/dbマウスの膵β細胞保護効果の検討．第 9回生体調節研究所内分泌代謝シンポジ

ウム，前橋，2023，9. 

 

二町尚樹：出生時から脾腫・血小板減少を呈した Gaucher病２型の一例．Eastern Kanagawa 

Pediatric Webinar -知っておくべき！最新の代謝疾患早期診断戦略-（WEB 開催），2023，
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6． 

 

二町尚樹，石丸 愛，池永知穂，峯川奈緒美，中村久理子：胆道閉鎖症と網膜芽細胞腫の合

併を早期診断した一例．第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会，名古屋，2023，7． 

 

沼沢慶太、北尾牧子、志賀健太郎：インスリン療法中に皮下腫瘤を認めた小児 1 型糖尿病

14 症例の検討．第 56 回日本小児内分泌学会学術集会，さいたま，2023，10． 

 

沼野藤人，山岸正明，岩本眞理，佐藤誠一，猪飼秋夫，小田晋一郎，栗嶋クララ：医師の働

き方改革～順調に進んでいるのか?～地域の大学における働き方改革 小児循環器専門医と

してどの水準を選択するのか．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，

7． 

 

根津敦夫：脳性麻痺を効果的に治療する ―小児に対するボツリヌス療法の実際―．第 65

回日本小児神経学会学術集会，岡山，2023，5． 

 

根津敦夫：脳性麻痺児に対するボツリヌス治療．第 10回日本ボツリヌス治療学会学術大会，

名古屋，2023，9． 

 

根津敦夫：重症心身障害者の成人期における上下肢ボツリヌス治療と医療連携．第 48回日

本重症心身障害学会学術集会，幕張，2023，10． 

 

野澤 智，宮前多佳子，金子佳代子，磯島咲子，岩井秀之，岩田恭宜，宇都宮雅子，落合萌

子，島田裕美，白井剛志，多田麻里亜，土田優美，中山田真吾，花岡洋成，三浦瑶子，森山

繭子，渡邊あかね，奥 健志，金子祐子，田中良哉，藤尾圭志，松下雅和，矢嶋宣幸，和田

隆志，村島温子，中島亜矢子：小児の膠原病および若年性特発性関節炎 我が国の若年全身

性エリテマトーデス患者の現状と妊娠転帰を含む長期・短期予後に関する前向きコホート

研究【日本リウマチ学会ワーキンググループ】小児期発症患者の発症年齢における臨床的特

徴の検討．第 67回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡，2023，4． 

 

野澤 智：当院における当院における小児期発症全身性エリテマトーデスに対するアニフ

ロルマブの使用経験．第 1回 SLE Collaboration Meeting，横浜，2023，10． 

 

野原千広，渡辺好宏，本井宏尚，尾髙真生，伊波勇輝：COVID-19 感染を契機に発症した急

性小脳炎の一例．第 78回日本小児神経学会関東地方会（WEB開催），2023，3． 
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橋本邦生，八代将登，大内一孝，脇口宏之，西村謙一，水田麻雄：シンポジウム 5 小児

リウマチ診療の近未来を語る．第 32回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，さいた

ま，2023，10． 

 

服部成良，神山裕二，大原亜沙実，西村謙一，野澤 智，伊藤秀一：関節型若年性特発性

関節炎患者に対する TNF阻害薬の継続率と無効例に関する検討．第 32回日本小児リウマ

チ学会総会・学術集会，さいたま，2023，10． 

 

羽場崎由梨奈，佐藤睦美，南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚，渡辺好宏，緒方英紀，磯部紀子：

抗 NF155抗体陽性であり自己免疫性ノドパチーと診断した 10歳男児例．第 65回神奈川小児

神経懇話会(WEB開催)，2023，12． 

 

原口翔太郎，伊波勇輝，尾髙真生，本井宏尚，渡辺好宏：Acyclovir投与により意識障害の

増悪を認めた小児例．第 65回日本小児神経学会学術集会，岡山，2023，5． 

 

林 亜揮子，田中水緒，栁町昌克，田中佑吉：シンポジウム⑩遺伝性腫瘍/腫瘍素因症候群

をめぐる諸問題 －症例を通じて学ぶ，上顎洞の間葉系腫瘍を認めた Li-Fraumeni 症候群

の一例．第 63回日本小児血液・がん学会学術集会，札幌，2023，10． 

 

林 弘明，内山夏穂，本間博邦，三宅勇平，山本哲哉，立石健祐：中枢神経系悪性リンパ腫

における CDKN2A/B不活化機序の検証．第 41回日本脳腫瘍学会学術集会，新潟，2023，12． 

 

東 聡美：シンポジウムウム 7「先天性代謝異常症と腎疾患」4．シスチン症．第 66回日本

腎臓学会学術集会，横浜，2023，6． 

 

平井祐士，糸永 育，松本 峻，西村直人，杉山弘樹，西澤 崇：アデノウイルス 41に

より著名な肝逸脱酵素上昇を認めた川崎病の 1歳女児．第 377回日本小児科学会神奈川県

地方会，横浜，2023，11． 

 

平嶋秀伍，南澤有紀，佐々木惠吾，伊波勇輝，灘 大志，北尾牧子，沼沢慶太，本井宏尚，

内村 暢，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：両側難聴を契機に診断されたミト

コンドリア病の一例．第 377回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，11． 

 

平野暁教，瀧聞浄宏，犬塚 亮，野村耕司，落合由恵，大崎真樹，中野俊秀，岩本眞理，山

岸正明：日本小児循環器学会次世代育成委員会情報収集 WG；本邦の小児心臓手術の現状と

地域拠点化、次世代育成の方策 先天性心血管疾患手術に関する日本国内の現状調査 解
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析結果報告．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

廣見太郎，定井澪莉，横山詩子：バーシカン-ヒアルロン酸複合体の増加は大動脈の圧応答

を障害し腹部大動脈瘤の原因になる．第 1回大動脈研究会，大阪，2023，11． 

 

福井加奈，新城大輔，伊藤裕司，伊藤秀一，諫山哲哉：ナショナルデータベースを用いた 18

トリソミーにおける手術歴と死亡の関連についての検討．第 126 回日本小児科学会学術集

会，東京，2023，4． 

 

藤井朋洋，大松泰生，小山田美香，三浦直子，武下草生子，根津敦夫：全ての抗てんかん薬

を中止し得た重症心身障害者 2 例．第 65 回神奈川小児神経懇話会（WEB 開催），2023，

12． 

 

藤田真弓，松本由里香，高増哲也，犬尾千聡：卵黄による FPIESに対する Baked Eggを用い

た経口負荷試験結果の検討．第 72回日本アレルギー学会学術大会，東京，2023，10． 

 

藤田真弓，松本由里香，高増哲也，犬尾千聡：当院の小麦アレルギー乳児の 5年間の予後に

ついての検討．第 60 回日本小児アレルギー学会学術大会，京都，2023，11． 

 

藤本淳志，古川耕也，大河内慎，渡辺理紗，大谷春菜，川上兼堂，小形亜也子，正本雅斗，

永嶋早織，齋藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：入院して駆虫を行った広節裂頭条虫症の 1例．

第 376回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，9． 

 

古川耕也，小形亜也子，小泉奈央，大河内慎，渡辺理紗，大谷春菜，川上兼堂，正本雅斗，

永嶋早織，齋藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：胆道穿孔が疑われた先天性胆道拡張症の一例．

第 377回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，11． 

 

鉾碕竜範，池田裕一，磯崎 淳，岩本眞理，菊池信行，田中文子，松崎陽平，伊藤秀一：横

浜市の小児医療逼迫の状況報告、小児救急拠点病院の視点から．第 377回日本小児科学会神

奈川県地方会，横浜，2023，11． 

 

星出まどか，伊藤 進，是松聖悟，下川尚子，宮田理英，井原 哲，石井光子，渡辺好宏，

福井美保，里 龍晴，守本倫子，宮本雄策，三牧正和，山中 岳，山内秀雄，村松一洋，竹

島泰弘；日本小児神経学会医療安全委員会：医療機関外におけるミダゾラム「口腔用液」使

用の実態調査．第 65 回日本小児神経学会学術集会，岡山，2023，5． 
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前田由可子，道倉雅仁，石川秀樹，伊藤秀一，中村好一，日衛嶋栄太郎，井澤和司，西小森

隆太，八角高裕：自己炎症症候群-全国調査の現状と注意すべき小児リウマチ類似疾患-Here, 

There and Everywhere 本邦初の慢性再発性多発性骨髄炎(CRMO)全国疫学調査．第 32回日

本小児リウマチ学会総会・学術集会，さいたま，2023，10． 

 

松澤 崇，大杉康司，竹部麻美子，松沼まり，原口翔太郎，谷川 誠，涌井直人，小林孝輔，

高橋篤史，塩谷裕美，原 良紀，只木弘美，福山綾子，鉾碕竜範：頭部エコー検査により診

断，早期介入し得た De Morsier 症候群の一例．第 373 回日本小児科学会神奈川県地方会

（WEB開催），2023，2． 

 

松沼まり，大杉康司，塩谷裕美，今野裕章，菊池暢行，朝長孝仁，原口翔太郎，大濱永史，

谷川誠一，小林孝輔，高橋英里佳，中野晃太郎，原 良紀，只木弘美，福山綾子，鉾碕竜範：

甲状腺機能亢進症に進展した萎縮性甲状腺炎の 1 例．第 377 回日本小児科学会神奈川県地

方会，横浜，2023，11． 

 

松本由里香，塚原 歩，藤田真弓，津曲俊太郎，高増哲也，犬尾千聡：乳アレルギー乳幼児

に対する Baked milk 導入から Food Ladderを用いる食事指導の効果と安全性の検討．第 60

回日本小児アレルギー学会学術大会，京都，2023，11． 

 

松村壮史，高橋英彦：小児慢性腎臓病患者における新型コロナウイルス感染症のインパクト．

第 58回日本小児腎臓病学会学術集会，高槻，2023，6． 

 

松村壮史，高橋英彦，田中水緒，田中祐吉：ネフローゼ症候群を伴う小児膜性腎症 3例の経

過．第 53回日本腎臓学会東部学術大会，仙台，2023，9． 

 

村松大地，矢内貴憲，吉田都美：小児尿路感染症における抗菌薬処方に関する記述疫学研究．

第 97回日本感染症学会総会・学術講演会，横浜，2023，4． 

 

松本由里香，塚原 歩，藤田真弓，高増哲也，犬尾千聡：スプラタストトシル酸塩が有効で

あった好酸球増多症の 9歳男児例．第 72回日本アレルギー学会学術大会，東京，2023，10. 

 

的山由季，藤本潤一，高山千尋，七尾大観，木村康宏，大和田 玄，金子尚樹，渡辺 衿：

高度中枢気道狭窄に対して非侵襲的陽圧換気が著効した一例．第 50回日本集中治療医学会

学術集会，京都，2023，3． 
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南澤有紀，白井綾乃，伊波勇輝，尾髙真生，本井宏尚，渡辺好宏：けいれん重積を繰り返す

２歳男児．第28回小児神経症例検討会(WEB開催)，2023，2． 

 

南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚，渡辺好宏，池ヶ谷武志，市川泰広，堀 聡，秋本大輔：ガ

レン大静脈瘤に合併した症候性ウエスト症候群に対し，ACTH療法が奏功した一例．第 65回

神奈川小児神経懇話会（WEB開催），2023，12． 

 

本井宏尚，伊波勇輝，尾髙真生，大山宜孝，武下草生子，渡辺好宏：当院における薬剤抵抗

性てんかんに対するペランパネルの有効性の検討．第 65回日本小児神経学会学術集会，岡

山，2023，5． 

 

森 翔，山崎和子，元永裕生，林 祐子，豊福悦史，毛利万里子，吉岡耕平，服部成良，伊

藤秀一，川畑仁人，森 雅亮：小児の膠原病および若年性特発性関節炎 若年性特発性関節

炎に似た経過を示した肩関節滑膜性骨軟骨腫症の男児例．第 67回日本リウマチ学会総会・

学術集会，福岡，2023，4． 

 

Yamanishi J, Yoshitomi M, Kurita D, Ikeda J, Tsujimoto S, Takeuchi M, Tanoshima R, 

Shiba N: Remission of systemic juvenile idiopathic arthritis and acute myelogenous 

leukemia following allogeneic hematopoietic stem cell transplantation: A case report (全

身型若年性特発性関節炎と急性骨髄性白血病を発症し、同種造血幹細胞移植により両疾患

ともに寛解した一例)．第65回日本小児血液・がん学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

Yamato G, Muramatsu H, Shimada A, Imaizumi T, Tsukagoshi H, Shiba N, Terui K, Ito 

E, Watanabe K, Hayashi Y: Cytokine profiling in 128 patients with transient abnormal 

myelopoiesis: JPLSG TAM-10 study (一過性骨髄異常増殖症患者128 例に対するサイトカ

インプロファイルリング: the JPLSG TAM-10 study)．第65回日本小児血液・がん学会学

術集会，札幌，2023，9． 

 

安井ひかり，山西 純，東 靖子，梅田聡太，龍﨑理誠，荒井梨沙，石丸 愛，太田慧子，

青木晴香，窪田祥平，東 聡美，福田清香，岩本眞理：運動誘発性周期性四肢麻痺を反復し，

不可逆的な歩行障害を呈した Andersen-Tawil 症候群の男児例．第 65 回日本小児神経学会

学術集会，岡山，2023，5． 

 

矢内貴憲，吉田都美：PCVワクチン導入前後における小児肺炎入院の年次推移：診療報酬デ

ータベースを使用した検討．第 97回日本感染症学会総会・学術講演会，横浜，2023，4． 
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矢内貴憲，吉田都美，川上浩司：小児の自閉症スペクトラム障害と中枢神経系感染症罹患と

の関連性：全国診療報酬データベースを用いた検討．日本臨床疫学会第 6回年次学術大会，

東京，2023，11． 

 

山田幸子，元木夏実，田邊さとえ，菅原緒美，山上祐次，大崎逸朗，室谷浩二，菊池信行，

平原史樹，古井民一郎：神奈川県における拡大新生児マススクリーニング検査の実施報告．

第 50回日本マススクリーニング学会学術集会，新潟，2023，8． 

 

山本 嵩，中野裕介，五十嵐大二，落合雄人，菅谷健太，河合 駿，合田真海，若宮卓也，

市川泰広，渡辺重朗，町田大輔：左心機能の改善とともに可動性が顕在化して外科的切除術

を実施した左心耳内血栓の新生児例．第 59 回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，

2023，7． 

 

横田俊介，亀井宏一，藤永周一郎，濱田 陸，稲葉 彩，伊藤秀一：リツキシマブ療法を行

った難治性 SRNS 症例における治療効果および長期予後の多施設検討．第 58 回日本小児腎

臓病学会学術集会，高槻，2023，6． 

 

横山詩子：臨床から基礎研究へ～わかってきた動脈管のしくみ．第 76回広島小児循環器研

究会，広島，2023，5． 

 

横山詩子：臨床から基礎医学へ これからの動脈管・小児血管研究に向けて．第 59回日本小

児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

横山詩子：出生後の循環適応にむけた大血管ダイナミズム．第 46回日本分子生物学会年会，

神戸，2023，12． 

 

横山詩子：炎症とマトリックスリモデリングによる大血管の破綻機構．第 31回日本血管生

物医学会学術集会，神戸，2023，12． 

 

Yoshitomi M, Ikeda J, Tsujimoto S, Ito S, Hasegawa D, Iwamoto S, Hayashi Y, Adachi 

S, Tomizawa D, Shiba N: A DOCK1 inhibitor can increase the sensitivity of cytarabine 

on DOCK1 overexpressed acute myeloid leukemia cell line (DOCK1 阻害剤はDOCK1 を

高発現させた細胞株において、シタラビンの薬剤感受性を増強させる)．第65回日本小児血

液・がん学会学術集会，札幌，2023，9． 

 

吉永正夫，西原栄起，畑 忠善，阿部勝己，太田邦雄，立野 滋，野村裕一，堀米仁志，廣
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野恵一，岩本眞理，長嶋正實：小児心筋症診療の最先端 学校心臓検診における肥大型心筋

症の心エコー描出基準値に関する検討．第 59回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，

2023，7． 

 

吉原史樹，松澤泰志，中塚清将，桐ヶ谷 仁，竹内一郎，木村一雄，小西正紹，田村功一，

福井和樹，塚原健吾，清水博之，岩渕敬介，山田 優，坂 賢一郎，佐藤幸人，小川正浩，

大曲貴夫，下村英紀，木原康樹，吉本明弘，森田正則，熊田憲彦，西村邦宏，有里哲哉，松

尾実紀，岸田真嗣，安田 聡：アンジオテンシンII受容体拮抗薬とCOVID-19入院患者の低血

圧リスクの関係．第45回日本高血圧学会総会，大阪，2023，9． 

 

龍﨑理誠：嘔吐を主訴に来院し外来で心停止した COVID-19感染症．第 127回東部小児科医

会，横浜，2023，7． 

 

若林雛子，吉田都美，矢内貴憲，松下理恵，川上浩司：地域の指標が学童期の肥満に与える

影響の検討：学校健診情報を用いた疫学研究．第 82回日本公衆衛生学会総会，筑波，2023，

10． 

 

若宮卓也，池川 健，小野 晋，金 基成，柳 貞光，上田秀明，四ケ所慶介，胡 惠怡，

岡田賢二，千葉康司：シルデナフィルの直腸および経口投与に対する母集団薬物動態解析．

第８回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会，神戸，2023，6． 

 

若宮卓也，細川大地，築野一馬，菅谷憲太，池川 健，小野 晋，金 基成，柳 貞光，上

田秀明：当院における小児肺高血圧症に対する Selexipag 使用例の治療効果について．第

59 回日本小児循環器学会総会・学術集会，横浜，2023，7． 

 

若宮卓也，井上史也，細川大地，榊 慎一郎，池川 健，小野 晋，柳 貞光，上田秀明：

COVIT19 に罹患し数日後に突然の心肺停止を来した新生児例．第 32 回日本小児心筋疾患学

会・第 42回日本小児循環動態研究会 合同学術集会，札幌，2023，10． 

 

渡辺 衿，西澤英雄，七尾大観，藤本潤一，木村康宏，大和田 玄，金子尚樹，的山由季，

高山千尋：著明なアシドーシスを来した気管支喘息発作に対して VV-ECMOが奏功した 1例．

第 50回日本集中治療医学会学術集会，京都，2023，3． 

 

渡辺理紗，﨑村青葉，川上兼堂，朱田貴美，大砂光正，小形亜也子，正本雅斗，永嶋早織，

齋藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：診断に時間を要したクラミジア感染後の子宮付属器炎．第

375回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2023，6． 
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渡辺好宏，伊波勇輝，尾髙真生，山本亜矢子，本井宏尚，大山宜孝：広範な頭部皮下血腫を

認めた Menkes病の 1 例．第 65回日本小児神経学会学術集会，岡山，2023，5． 
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【研究助成金】 

 

Kamigaki Y: Proteomic analyses of molercular mechanisms of podocyte injury in 

idiopathic nephrotic syndrome. NephCure PNRC Pediatric Glomerular Disease 

Accelerator Grant Program, $37,598 of $65,800. 

 

池田順治（代）：KMT2A::MLLT3 と MECOM 高発現を有する難治性急性骨髄性白血病に対する

新規治療戦略．2023 年度公益信託日本白血病研究基金助成金，50万円． 

 

池田順治（代）：KMT2A::MLLT3 陽性かつ MECOM 高発現を有する難治性急性骨髄性白血病に

対する L-アスパラギナーゼを用いた新規治療戦略の構築．2023年度がんの子どもを守る会

治療研究助成，30万円． 

 

池田順治（代）:KMT2A::MLLT3陽性 MECOM高発現を有する難治性急性骨髄性白血病に対する

L-アスパラギナーゼを用いた新規治療法の確立．第 4 回横浜市立大学医学部小児科同門会

学術研究資金助成，30万円． 

 

伊藤秀一（代）：感染症の病原体を保有していないことの確認方法の確立及び志賀毒素産生

性大腸菌による溶血性尿毒証症候群に関するガイドライン整備のための研究．厚労省科学

研究費補助金 新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業（令和 5‐7年度），198.5万

円． 

 

伊藤秀一（代）：補体に着目した小児血管炎の病態解明と新規治療法としての抗補体療法の

可能性の検討．学術研究助成基金助成金基盤研究（Ｃ）科学研究費助成事業（令和 3‐5年

度），70万円． 

 

伊藤秀一（分）：新生児黄疸治療最適化のためのスマート光線治療器の開発．国立研究開発

法人 日本医療研究開発機構（AMED）医療分野研究成果展開事業 医療機器等研究成果展開

事業（令和 2‐5年度），709万円． 

 

伊藤秀一（分）：転写因子 IRF5に注目した全身性エリテマトーデスの新しい病態解明．国立

研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）難治性疾患実用化研究事業（令和 5‐7年度），

50 万円． 

 

伊藤秀一（分）：AMPA受容体密度を指標とした慢性疼痛患者の痛み定量化バイオマーカー開
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発研究．国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）慢性の痛み解明研究事業（令和

3‐5年度），30万円． 

 

伊藤秀一（分）：包括的アプローチに基づく小児 COVID-19関連多系統炎症性症候群の病態解

析と臨床像の解明．国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）振興・再興感染症に

対する革新的医薬品等開発推進研究事業，100万円. 

 

伊藤秀一（分）：自己炎症性疾患とその類縁疾患における、移行期医療を含めた診療体制整

備、患者登録推進、全国疫学調査に基づく診療ガイドライン構築に関する研究． 厚労省科

学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 難治性疾患性疾患政策事業（令和 5‐7年度），

60 万円． 

 

伊藤秀一（分）: 小児腎領域の希少・難治性疾患群の全国診療・研究体制の構築．厚労省科

学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 難治性疾患性疾患政策事業（令和 5‐7年度）

30 万円． 

 

伊藤秀一（分）：第 8次医療計画を見据えた持続可能な地域小児医療体制の構築のための政

策研究．厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）（令和 5‐6 年度），

代表者一括計上. 

 

伊藤秀一（分）：子供の研究と環境に関する全国調査（エコチル調査）．環境省（平成 29‐

令和 8年度），8,549 万円. 

 

伊藤秀一（分）：TNFα 阻害薬使用中のリウマチ疾患患者における弱毒生ワクチン接種．国

立研究開発法人国立成育医療研究センター 成育医療研究開発事業，5万円． 

 

伊藤秀一（協）：難治性血管炎の慰労水準・患者 QOL向上に資する研究．厚労省科学研究費

補助金 難治性疾患等政策研究事業，代表者一括計上． 

 

伊藤秀一（代）：リツキシマブによる重症低ガンマグロブリン血症・無顆粒球症に関連する

遺伝子の探索．全薬工業株式会社（受託研究費）（令和 4‐6年度），207.9万円． 

 

伊藤秀一（代）：AIを用いた難治急性骨髄性白血病に対する分子標的薬の探索（奨学寄付金），

50 万円． 

 

伊藤秀一（代）：全身型若年性特発性関節炎（JIA）の疾患感受性遺伝子の同定（奨学寄付金）
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（令和 5‐9年度），70万円． 

 

伊藤秀一（代）：小児急性骨髄性白血病に対する Cellular hierarchy に基づいた Key 

Enhancerの探索および候補化合物の同定（奨学寄付金）（R5‐9年度），20万円． 

 

伊藤秀一（代）：川崎病モデルマウスを用いた血管炎発症における補体系の関与の研究（奨

学寄付金）．（令和 5‐9年度），40万円． 

 

伊藤秀一（代）：慢性無菌性骨髄炎におけるバイオマーカーとしての TRACP-5ｂの有用性に

関する研究（奨学寄付金）．（令和 5‐9年度），20万円． 

 

伊藤秀一（代）：慢性再発性多発性骨髄炎の新規診断・疾患活動性マーカーとしての酒石酸

抵抗性酸ホスファターゼ（TRACP-5b)と尿中のⅠ型コラーゲン架橋 N-テロペプチド（NTｘ）

の有用性の検討（奨学寄付金）．（令和 5‐9年度），20万円． 

 

伊藤秀一（代）：若年性皮膚筋炎の筋炎特異的抗体とⅠ型インターフェロンプロファイル発

現の解析（奨学寄付金）．（R5-9年度），30万円． 

 

釼持孝博（代）：未熟児動脈管閉鎖に適正な酸素分圧の検討．科学研究費助成事業 学術研究

助成基金助成金 若手研究（令和 3‐5年度），180万円． 

 

柴 徳生（代）：小児急性骨髄性白血病における Epigenetics 制御メカニズムの解明．公

益財団法人 武田振興財団 2020年度「医学系研究助成」がん領域（令和 2-5年度），200万

円． 

 

柴 徳生（代）：enzymatic methyl (EM)-Seqによる小児急性骨髄性白血病における cellular 

hierarchyの同定．公益財団法人 日本血液学会 令和 5年度研究助成，50 万円． 

 

柴 徳生（代）：小児急性骨髄性白血病における全ゲノム enzymatic methy1(EM)-Seqによ

る新規予後予測法の開発．2023年度ゴールドリボン研究助成，100万円． 

 

柴 徳生（代）：Cellular hierarchy予測に基づいた小児急性骨髄性白血病の heterogeneity

の実態解明．川野小児医学奨学財団 令和 5年度研究助成，150万円． 
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柴 徳生（分）：小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確立のための臨床研究．国立研究

開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）革新的がん医療実用化研究事業（令和 5‐7 年

度）,300万円(100万円，2023年度追加配賦 200万円）． 

 

柴 徳生（分）：わが国の小児がんサバイバーの健康・社会生活状況の実態解明に関する大

規模調査研究．JCCG 大規模観察研究、革新的がん医療実用化研究事業（AMED）特定臨床研

究（令和 4-7年度），390,252円． 

 

只木弘美(分)：低年齢の通年性アレルギー性鼻炎に対するダニ舌下免疫療法のランダム化

比較による有効性の検討(H31-NHO(免疫)-34)．国立病院機構 NHO ネットワーク研究，40 万

円． 

 

只木弘美(分)：重症鶏卵アルギーに対する経皮免疫療法の有効性と安全士に関する研究

（R2-NHO(免アレ)-04）．国立病院機構 NHO ネットワーク研究，10万円． 

 

只木弘美(分)：重症の鶏卵アレルギー児に対するプロバイオティクスを併用する経口免疫

療法の多施設共同二重盲検ランダム化比較試験による検証(R4-NHO(免アレ)-01)．国立病院

機構 NHOネットワーク研究，30万円． 

 

只木弘美(分)：周産期のシンバイオティクス投与による食物アレルギー発症予防効果の多

施設共同二重盲検ランダム化比較試験による検証(R4-NHO(小産)-01)．国立病院機構 NHOネ

ットワーク研究，58 万円． 

 

只木弘美(分)：クルミ・カシューナッツアレルギー発症に影響する宿主因子と環境因子の解

明/多施設共同前向きコホート研究 (R5-NHO(免アレ)-01)．国立病院機構 NHOネットワーク

研究，20万円． 

 

只木弘美(分)：重症・難治性アレルギー疾患レジストリの構築および病態解明．国立研究開

発法人 日本医療研究開発機構（AMED）免疫アレルギー疾患実用化研究事業． 

 

千葉康司（代），岡田賢二，上田秀明，若宮卓也，池川 健（分）：乳幼児肺動脈性高血圧症

治療薬の TDM のための薬剤横断的薬効モデルの構築．学術研究助成基金助成金 基盤研究

（Ｃ）科学研究費助成事業（令和 4‐7年度），130 万円． 

 

辻本信一（代）：PRDM16 高発現難治小児 AMLに対するエピゲノム解析に基づいた新規治療法

の開発．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 若手研究（令和 3‐5 年度），100万
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円． 

 

辻本信一（分）：小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確立のための臨床研究．国立研究

開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）革新的がん医療実用化研究事業（令和 5‐7 年

度）,300万円(100万円,2023年度追加配賦 200 万円）． 

 

藤田真弓（代）：ピーナッツ経口免疫療法におけるシェアードディシジョンモデルの導入．

学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）科学研究費助成事業（令和 3‐7年度），403万円． 

 

横山詩子(代)：細胞外マトリクス連関に着目した解剖学的動脈管閉鎖の分子機序の解明と

新規治療開発．学術研究助成基金助成金 基盤研究(B)科学研究費助成事業(令和 2‐5年度)，

230万円． 

 

横山詩子(代)：三次元血管モデルを用いた弾性線維の de novo 形成機構の解明と再生法の

開発．学術研究助成基金助成金 挑戦的研究(萌芽)科学研究費助成事業(令和 5‐8 年度)，

210万円． 

 

横山詩子(分)：One Hour Cell Exerciseの細胞接触面積激増現象の力学・細胞生理学視点

からの解明．学術研究助成基金助成金 基盤研究(B)科学研究費助成事業(令和 5‐8 年度)，

100万円． 

 

横山詩子(分)：高圧力に着目した肺動脈性肺高血圧症病態形成における Stanniocalcin1の

役割．学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)科学研究費助成事業（令和 5‐8年度)，20万

円． 

 

横山詩子(分)：プロスタグランディン E 受容体 EP4 に着目した肺静脈リモデリングの分子

機序の解明．学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)科学研究費助成事業(令和 3‐6年度)，

40 万円． 

 

横山詩子(代)：周期的加圧培養法による組織再生を誘導するヒト由来血管グラフトの開発．

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構(AMED)橋渡し研究プログラム(令和 4‐5年度)，

230万円． 

 

横山詩子(分)：メカノセンシング機構の破綻による大動脈疾患の病態解明とバイオマーカ

ー診断法の開発．国立研究開発法人 日本医療研究開発機構(AMED)循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策実用化研究事業(令和 5‐7年度)，300万円． 
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横山詩子(代)：周期的加圧培養法による再生医療用組織の開発．共同研究費(椿本チエイン

株式会社)(令和 4‐5 年度)，800万円． 

 

横山詩子(代)：「周期的静水圧印加による細胞動態の解析」に関する研究．共同研究費(株式

会社コガネイ)( 令和 4‐5年度)，83万円． 

 

渡辺重朗（分）：小児から成人期発症遺伝性 QT延長症候群とその類縁疾患の突然死予防に関

する研究．令和 5 年度厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患政策研究事業)(令和 5‐6 年

度)，10万円． 
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【学会等以外の各種講演】 

 

粟生耕太：身体の発達と病気．大和市ファミリーサポートセンター事業病児緊急対応強化事

業研修会，大和，2023，7． 

 

粟生耕太：身体の発達と病気．大和市ファミリーサポートセンター事業病児緊急対応強化事

業研修会，大和，2023，12． 

 

池ヶ谷武志，魚住 梓，西巻 滋：当院 NICU における生後 2 週間の母乳育児の検討．第 6

回日本母乳バンクカンファレンス，東京，2023，6． 

 

池川 健：Ebstein奇形の胎児診断．第 100回北日本遠隔胎児セミナー（WEB開催），2023，

5． 

 

池川 健：心室中隔欠損症の診かた．第 103回北日本遠隔胎児セミナー（WEB開催），2023，

8． 

 

伊藤秀一：RSV重症化リスクとシナジス投与の重要性・赤ちゃんのための投与時期について．

Pediatric TV Symposium（WEB開催），2023，2． 

 

伊藤秀一：川崎病の原因～60 年の時を超えたミステリー～．第 20 回北米日本小児懇話会

（WEB開催），2023，3． 

 

伊藤秀一：2023年度の神奈川県内のバリビズマブ投与について．Kanagawa RSV Information 

2023（WEB開催），2023，3． 

 

伊藤秀一：市大病院の子供たちへの取り組み．横浜ポートヒルライオンズクラブ講演会，横

浜，2023，3． 

 

伊藤秀一：RSV重症化リスクとシナジス投与の重要性‐赤ちゃんのための投与時期の決定に

ついて．山口県シナジス WEB講演会，2023，5． 

 

伊藤秀一：小児～AYA世代の SLE管理オーバービュー～．神奈川 AYA世代 SLE Management 

Forum，横浜，2023，7． 
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伊藤秀一：ファブリー病の概要‐ファブリー病を見逃さず診断するために重要なこと（小児

科医の視点から），酵素補充療法出臨床症状が改善し、腎臓沈積物が消失した自験例．Fabry 

Seminar in Kanagawa‐日常診断に希少疾病を見逃さない 小児科と成人科のシームレスな

関係‐，横浜，2023，8． 

 

伊藤秀一：川崎病の過去と未来‐故川崎富作先生の業績と残された課題．第 27回藤田医科

大学医学部小児科後期研修セミナー，名古屋，2023，8． 

 

伊藤秀一：T2T に即した小児発症 SIE の治療目標とその達成のために．第 33 回北海道小児

腎臓病研究会，札幌，2023，11． 

 

伊藤秀一：川崎病の原因論～60年の時空を超えたミステリー～．第 389回所沢小児科医会，

所沢，2023，11． 

 

伊藤秀一：RSV重症化リスクとシナジス投与の重要性～赤ちゃんのための投与時期の決定に

ついて．Pediatric TV Symposium（WEB開催），2023，12． 

 

磯崎 淳：講演 1「横浜市の政策医療におけるアレルギー診療と市民への啓発活動について」．

第 8回小児アレルギーエデュケーター関東ブロック研究会，横浜，2023，2． 

 

磯崎 淳：新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の小児感染症流行への当院の対

応．横浜市中区小児科医会講演会，横浜，2023，12． 

 

岩本眞理：こどもの病気や救急．横浜市看護職等研修プログラム（横浜市こども青少年局 

保育・教育支援課），横浜，2023，9． 

 

岩本眞理：小児の疾患．医療通訳研修（WEB開催），2023，7． 

 

岩本眞理：循環器疾患の基礎．医療通訳研修（WEB 開催），2023，7． 

 

大杉康司：小児の 1型糖尿病～診断から心理学的な介入も含めた治療まで～．ノボノルディ

スクファーマ社社内講演会，東京，2023，5． 

 

河合 駿：先天性心疾患のリスクになる要因 （エコチル調査より）．令和５年度度神奈川県

医師会保育園医部会研修会，2023，10． 

 



 66 / 71 

菊池信行：小児の成長曲線と成長障害．第 2回横浜市小児科医会・都筑区小児科医会合同研

修会，2023，9． 

 

菊池信行：患者さんから学んだこと,患者さんに伝えたいこと．第 27回糖尿病の子どもたち

と家族の集い，浦和，2023，11． 

 

佐藤睦美：てんかんとドラベ症候群の疾患と治療について．日本新薬横浜支店 厚木営業所

社内勉強会（WEB講演），2023，2． 

 

志賀健太郎：成長曲線の見方と活用の実際-見落としたくない疾患について-．横浜市小児科

医会 学校健診における成長曲線の運用法研修会，横浜，2023，4． 

 

志賀健太郎：横浜市児童・生徒学校検尿における尿糖陽性者の対応とその意義．横浜市学校

保健研修会，横浜，2023，12． 

 

柴 徳生：再生細胞療法における輸血・細胞治療部の役割．令和4年度 千葉県輸血フォー

ラム，千葉，2023，3． 

 

清水博之：コロナ時代のRSV感染症－流行疫学のまとめ．RSV研究会（WEB開催），2023，1． 

 

清水博之：子どもを守る予防接種．第2回全国病児保育協議会神奈川県支部/横浜市病後児保

育協議会合同研修会，横浜，2023，2． 

 

清水博之：新型コロナウイルス感染症と上手く付き合うために．2022年度美容衛生講習会，

藤沢，2023，2． 

 

清水博之：コロナ禍で様変わりしたRSウイルス疫学．横浜General Pediatricsフォーラム

（第44回横浜小児感染症懇話会），横浜，2023，2． 

 

清水博之：小児を取り巻くCOVID-19とその周辺．神奈川小児科医会共催セミナー（WEB開催），

2023，6． 

 

清水博之：当院における新型コロナウイルス感染症診療の実際．神奈川県新型コロナウイル

ス感染症診療連携講演会（WEB開催），2023，7． 

 

清水博之：Life-course immunizationとしての肺炎球菌ワクチンを考える．湘南エリア感染
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症予防・対策フォーラム（WEB開催），2023，9． 

 

清水博之：COVID-19診療と治療薬の使い分け～実臨床での経験を中心に～．保土ヶ谷薬業会

学術講演会（WEB開催），2023，9． 

 

清水博之：臨床現場でどのように抗菌薬が選択されるのか～ザバクサの使いどころ～．MSD

社内学術研修（WEB開催），2023，9． 

 

清水博之：5類移行後のCOVID-19薬物治療Update．COVID-19学術講演会（WEB開催），2023，

9． 

 

清水博之：5類移行後のCOVID-19薬物治療Update．相模原エリア感染症診療連携セミナー，

町田，2023，10． 

 

清水博之：Life-Course Immunizationのすゝめ．第2回ワンヘルスネットワークフォーラム，

東京，2023，12． 

 

只木弘美：アレルギーのトータルケアと小児アトピー性皮膚炎．横浜市南西部小児科医会戸

塚区医会，横浜，2023，6． 

 

成相昭吉：5類移行後の“本当のウィズコロナの時代” に知っておきたい感染対策．出雲

市建築組合協会研修会，出雲，2023，9． 

 

成相昭吉：“本当の with コロナの時代”に理解を深めておきたい「子どもの感染症」の基

本事項‐冬が到来する前に，知っておきたいこと‐．安来市学校保健会講演会，安来，2023，

10． 

 

成相昭吉：“ウィズ コロナの時代”に，子どもたちの健やかな成長を願って‐小児科外来

から垣間見たコロナ禍‐．松江市教育委員会学校教育課：学童の歯を守る会総会，松江，

2023，12． 

 

西村謙一，大内一孝，八代将登：ディスカッションパート 2 高安動脈炎．小児リウマチ

研修会（WEB開催），2023，6． 

 

西村謙一：仙腸関節炎，潰瘍性大腸炎を合併した全身型若年性特発性関節炎．TeMPRA 

2023，山口，2023，7． 
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西村謙一，水田麻雄：ディスカッション「全身型若年性特発性関節炎とマクロファージ活

性化症候群」．JISESAIの会(JIA Seminar for Young Pediatric Rheumatologists)（Web

開催），2023，12． 

 

沼沢慶太：子供の身長について～発育期別の特徴～．母子保健指導者研修会（WEB開

催），2023，4． 

 

鉾碕竜範：学校心電図検診で心房中隔欠損症を見落とさないための試み．令和 4年度横浜市

学校心臓検診判定委員会，横浜，2023，3． 

 

本井宏尚：当院におけるドラベ症候群に対するフェンフルラミンの使用経験．難治性てんか

ん診療を考える会，横浜，2023，6． 

 

本井宏尚：当院におけるドラベ症候群に対するフェンフルラミンの使用経験．Dravet 

Syndrome Seminar，東京，2023，11． 

 

本井宏尚：小児領域におけるてんかん診療について．エーザイ社内研修会，横浜，2023，11． 

 

渡辺好宏：小児科視点でのてんかん治療．Neurology Network Seminar in Kanagawa，横浜，

2023，3． 

 

渡辺好宏：難治性てんかん治療の実際．日本新薬社内研修会，横浜，2023，3． 

 

渡辺好宏：新生児マススクリーニング開始を受けて～SMAの早期診断から治療まで～当院に

おける取り組み．SMA Web conference～新生児 SMA診療のこれから～，横浜，2023，7． 

 

渡辺好宏：小児科における結節性硬化症診療．結節性硬化症診療セミナー，横浜，2023，7． 

 

渡辺好宏：神奈川県の NBSの現状．Kanagawa SMA Medical Collaboration Symposium 神奈

川 SMA診療連携シンポジウム ～拡大新生児マススクリーニングで変わる今後の診療と支援

に向けて～，横浜，2023，12． 
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【市民講座】 

 

青木理加：子どもの病気や事故への対応について．開成町ファミリーサポートセンター事業

まかせて会員向け研修会，開成，2023，6． 

 

青木理加：子どもの病気や事故への対応について．開成町ファミリーサポートセンター事業

まかせて会員向け研修会，開成，2023，11． 
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